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年頭のごあいさつ

年頭にあたり謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、約４年にわたるコロナ禍の制約が解かれ、経済活動が徐々にコロナ禍以前
に戻る一方で、長引くウクライナ情勢や中東情勢の悪化、一昨年からの半導体不足・
原材料費の高騰等、企業活動には依然として厳しい一年でした。
感染拡大防止対策の終了とともに経済活動のますますの回復を見込みつつも、海外
情勢の変化等いまだ予断を許さない状況が続いております。今年も様々な状況の変化
に対応することを求められる一年になろうかと思いますが、ともにうまく乗り越え、
充実した年となることを願っております。
当振興センターでは福岡県等と連携し、経営革新原油高騰等克服支援補助金の交付
をはじめ、厳しい経営状況でお困りの県内中小企業の皆様への支援に努めてまいりま
した。本年も、県内中小企業の皆様の様々な経営課題に対し、「ワンストップサービ
スセンター」として総合的に支援を実施してまいります。
無料の経営相談窓口である「福岡県よろず支援拠点」は、オンラインでの相談を併
用しながら地域の皆様に身近な相談窓口として、更なる相談者の満足度や課題解決数
の向上に努めてまいります。
経営の課題解決のため企業に直接出向き、専門的な助言・指導を行う「専門家派遣
事業」や、経営全体の分析を行い経営強化に向けた改善提案書を作成・発行する「経
営強化改善提案事業」を継続して実施するとともに、これから創業する方に対して
は、「福岡よかとこ起業支援金」を交付して支援してまいります。
また、中小企業の経営安定と受注確保を図るため、取引のあっせん、及び展示会・
商談会についてはオンラインによる手法を取り入れながら実施するとともに、企業情
報サイト「フクオカビジネスマッチングサイト」による情報発信や、自動車産業アド
バイザーによる取引拡大支援も行います。
100年に一度といわれる大変革期を迎えている自動車産業については、当センター
内に「自動車関連企業電動化参入支援センター」を設置し、関連支援機関と連携して
九州全域の企業支援を行っております。昨年は「ＥＶパーツギャラリー」を当振興セ
ンター内に開設し、電動車の主要部品を手に取って見学していただけるほか、展示部
品の貸し出しも行うなど、今後加速化が見込まれる電動化分野への参入を積極的に支
援してまいります。
「下請かけこみ寺」では下請取引に関する助言・指導に取り組んでまいります。
「ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター」、「ふくおかフードビジネス
支援事業」では、６次産業化・農商工連携に取り組む県内の農林漁業者及び加工・流
通・販売事業者の皆様に対し、個別相談やセミナー、商談会等の開催を通じて、商品
開発や販路拡大を支援してまいります。
さらに、「知的財産支援センター」では、県内中小企業等の特許や商標など知的財産
に関する課題解決や知的財産を活用した製品開発、海外展開等を支援してまいります。
本年も、県内中小企業の振興と発展のため、中小企業の皆様への支援に全身全霊を
傾け、より一層努めてまいる所存ですので、当振興センターを積極的にご活用賜りま
すようお願い申し上げます。
本年が皆様にとって幸多き年となりますよう祈念いたしまして、新年のごあいさつ
とさせていただきます。

年頭のごあいさつ

公益財団法人　福岡県中小企業振興センター　

桑野　龍一
福岡県知事

　　服部　誠太郎

新年あけましておめでとうございます。
皆さま方には、お健やかに輝かしき新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
今年は辰年です。天をかけ昇る竜のように勢いよく、福岡県の成長・発展の歩みを

加速させてまいります。
昨年を振り返りますと、エネルギー価格や原材料価格等の高騰対策を実施するとと

もに、７月の梅雨前線豪雨災害に伴う、被災箇所の迅速な復旧、被災された皆さまの
生活支援、農林漁業・商工業者の皆さまの事業再開・継続の支援などに全力で取り組
みました。
そして、前を向き、世界を見て、未来を見据えて、福岡県の成長・発展の歩みを一

歩でも進めたいとの思いで、「未来子どもチャレンジ応援プロジェクト」、「福岡半導
体リスキリングセンター」、「水素大規模拠点の構築」などの新たな取組をスタートさ
せました。
今年も、県民の皆さまの命と健康、生活を守ることを第一に、「1000億円の人づく
り」、「県内GDP20兆円への挑戦」、「安全・安心で活力ある社会づくり」に取り組ん
でまいります。
「1000億円の人づくり」では、市町村や企業、NPOなど多様な主体と連携し、未来
を担い、世界に羽ばたく青少年を育成するとともに、九州・全国で活躍する半導体人
材や中小企業のDX推進人材、スマート農業の担い手など、産業を支える人材の育成
に取り組みます。さらに、女性活躍を推進するため、これまで女性の進出が少なかっ
た分野における就業促進とともに、女性の人材育成、キャリア形成支援を強化します。
「県内GDP20兆円への挑戦」では、中小企業の持続的賃上げに向け、価格転嫁の

円滑化や生産性向上などを支援し、賃金と物価の好循環を実現します。
北九州市響灘臨海部を中心とした水素の大規模拠点やグリーンデバイスの開発・生

産拠点の形成に加え、昨年訪問したボストンとの関係強化による県内バイオ産業のエ
コシステムの形成、福岡進出が決定したCICとの連携によるグローバルなスタート
アップエコシステムの形成を図るとともに、国際金融機能の強化のため「資産運用特
区」の指定を目指します。
また、新たに策定する「第三次福岡県観光振興指針」に基づく観光産業の振興、生

産力やブランド力の強化、輸出拡大による農林水産業の振興、将来の発展基盤である
福岡、北九州両空港や下関北九州道路の整備、戦略的な産業団地の造成や基幹的道路
の整備による国内外からの企業誘致を推進します。
「安全・安心で活力ある社会づくり」では、ワンヘルスセンターの整備やワンヘル
ス教育の充実により、福岡県をワンヘルスの世界的な先進地に押し上げてまいりま
す。また、被災地の復旧・復興や流域治水の推進などによる防災・減災、県土強靱化
に取り組みます。
さらに、「出産・子育て安心基金」を活用した少子化対策、障がいのある方の自立

と社会参加、困難を抱える女性への支援、児童虐待やいじめの防止対策、孤独や孤立
に悩む若者の居場所づくりを進めます。そして、スポーツや文化芸術の振興、県民の
健康づくり、MaaSによる地域公共交通の活性化、移住定住の促進に取り組みます。
こうした重点分野の施策を通じ、「誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福

岡県」の実現に向け、引き続き、全身全霊で取り組んでまいります。
新年が皆さまにとって、素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。
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健康づくり、MaaSによる地域公共交通の活性化、移住定住の促進に取り組みます。
こうした重点分野の施策を通じ、「誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福
岡県」の実現に向け、引き続き、全身全霊で取り組んでまいります。
新年が皆さまにとって、素晴らしい一年となりますよう心からお祈りいたします。
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

� 小ロット低コストでレトルト食品を製造

エニクックは個人店舗やレストラン向けに業務用レトルト食
品や冷蔵・冷凍食品の製造を手掛けます。PB（プライベートブ
ランド）商品、OEM（相手先ブランド）商品に特化した小ロッ
ト生産が強みです。小型の撹拌釜とレトルト滅菌機を使い、小
ロットのオーダーを複数組み合わせてレトルトパックで生産す
る独自製法を考案。お客さまからのレシピに基づき、レトルトカ
レーやパスタソースなどを低コストで提供しています。

企 業 名 株式会社エニクック
代 表 者 山田 福士

所 在 地 福岡県筑紫野市阿志岐133-1

T E L ０９２－９１７－８２９９

U R L https ://any-cook .com/company/

従 業 員 ８人

事業内容 食品製造業

株式会社エニクック
（筑紫野市）

No.97
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Hello,Company! No.97

M E S S A G E 経営者の声

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-5432

代表取締役社長
山田�福士

小ロット対応型で小回りがきくレトルト食品製造を目的に起業したきっかけは、大手冷凍冷蔵レト
ルトメーカーでの勤務経験でした。大手ではお客さまが作りたい商品があっても大量生産でしか受
注できず、オリジナル商品の実現を諦めるお客さまがいました。そうしたお客さまの要望を実現した
い。そのために安心安全第一の工場にし、さらに成長したいと考えています。

お客さまに食の安心安全を提供
2022年４月に福岡県中小企業振興センターの専門

家派遣制度を活用し、お客さまの安心安全と従業員の
モチベーションアップを目指して2023年３月、食品
衛生管理基準（HACCP）の項目を含む食品安全マネジ
メントシステム（JFS-B）規格認証を取得。認証取得に
あたっては衛生管理を徹底し、製造方法の仕組みや流
れの工夫、改善に取り組みました。さらに年間計画、
従業員の教育訓練、設備の整備、点検、清掃を強化。
レトルト殺菌機の温度や生産時間データを記録し管理
を徹底しました。

意識改革、モチベーションアップ
製造工程で実施したのは記録帳票やデータ管理で

す。トラブルの発生など、もしもの際の原因究明に速
やかに対応できる体制を整えました。特に専門家から
食品工場ならではの整理整頓の方法や動線の改善など
を学んだことで、社内マニュアルの作成とその順守、
何より衛生管理意識に対する従業員の意識改革やモチ
ベーションアップにつながっています。定着率は高ま

り、コスト削
減など効果が
見えてきまし
た。従業員か
らは「仕事が
や り や す く
なった」との
声が上がり、
売り上げは少
しずつ増えて
います。

JFS-B規格の運用実現に向けて
取得したJFS-B規格を運用するため工場改装に取り

かかりました。最も重視したのは動線の確保など設備
レイアウトの改善です。そのため使わなくなった撹拌
釜など不要な設備を撤去。また床面の段差をなくし高
さを統一、転倒などが起きないようにしました。今年
度中には改装が終わる予定で、商品の重量が設定通り

の重量かを計測
する検査装置や
異物混入を防ぐ
金属探知装置を
新たに導入する
計画です。

規格認証で、安心安全工場へ

従業員の衛生への意識やモチベーションもアップ

食の安全関連の認証を取得

整理整頓や改修が進む工場
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

有明機電工業株式会社
（大牟田市）

有明機電工業は機械加工のほか、電気設備工事やメンテナ
ンスも手がける総合技術会社です。炭鉱で栄えた大牟田市で
炭鉱掘削機械を修繕していた有明機械と、電気機器の製作か
ら修理メンテナンスまで請け負うサン有明電機が合併して誕生
しました。現在は大型５面加工機やマシニングセンターなど、
工作機械の設備投資にも積極的です。

企 業 名 有明機電工業株式会社
代 表 者 橋本 浩之

所 在 地 福岡県大牟田市西港町１丁目20番地１

T E L ０９４４－５７－３９３９

U R L https ://ar iake-em. jp/

従 業 員 240人

事業内容 真空機器・産業機械製造（機械加工、製缶溶接）、受配電盤・制御盤製造

� 顧客のニーズに合わせて製品を作り上げる

No.98
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Hello,Company! No.98

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

大型工作機械への投資を続ける
事業拡大の

柱 は、 真 空
チャンバーな
ど大型部品の
機械加工を手
が け る「 機
械装置部門」
と、配電盤や
動力制御盤を
手がける「電

気装置部門」です。機械装置部門は、テーブルサイズ
５メートルに及ぶ５面加工機の導入など定期的な設備
投資を続け、自社の技術革新や事業分野の拡大に挑み
ます。深さ4.1メートル、奥行き3.9メートル、幅5.2
メートルある大型の電解研磨装置は、真空チャンバー
の仕上げ加工などに活躍しています。真空チャンバー
は薄型ディスプレー（FPD）製造用などで需要を拡大し
ていきました。大橋博総務課長は「電気自動車（EV）部
品や食品工場向けにも需要が獲得できるのでは」と、
さらなる事業拡大も視野に入れます。

半導体産業にも挑戦
九州域内で設備投資や企業進出が相次ぐ半導体産業

にも挑んでいます。本社工場の品質管理部門向けの検
査場１棟を改装し、ヤマザキマザック製の数値制御

（NC）マシニングセンター２台や、ファナックの小型
切削加工機「ロボドリル」を導入。半導体製造装置の
部品製造に乗り出しました。さらに「今後も追加でロ
ボドリルを１～２台納入する」（大橋課長）と、さらな
る設備投資案もあります。設備を生かすために欠かせ

ない人材育成も進め、外部の技術講習を活用して社員
のレベルアップを図ります。

設計から保守まで一貫して請け負う
電気装置部門では、配電盤や動力制御盤などの電気

設備を一品ごとのオーダーメードで手がけます。顧客
は発電所や化学工場などのエネルギー分野から製鉄所
向けや上下水道監視施設にいたるまでさまざま。大橋
課長は「設計から製造、保守点検まで自社で一貫して
サービスを提供できるのが特徴」と胸を張ります。

また自社内の品質管理をシビアにすることで耐久性
及び不具合の
少なさなどが
顧客から評価
さ れ て い ま
す。これらの
製品は本社工
場に近い新港
町の工場で一
手に手がけて
います。

M E S S A G E 担当者の声

当社の機械装置部門は九州域内に限らず、関東など全国各地から引き合いを獲得しています。半
導体産業への参入など、今後も設備投資を継続しながら事業拡大を図っていきます。

（公財）福岡県中小企業振興センターには取引先の紹介などでお世話になっています。当社の電
気装置部門は大牟田市周辺や佐賀県、熊本県などの九州北部地域で取り引きが盛んです。一方で
筑後地区など内陸に入った地元地域でもさらなる事業活動を活性化させていきたいと考えています。

大橋�博�総務課長

石炭産業を起点に
機械加工や電気設備製造業へ発展

工場では５面加工機などが活躍

導入したマシニングセンター

電気設備は一品ごとのオーダーメード
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ＤＸの取組状況

ＤＸの業績への影響

ＤＸの取組に向けた課題

ＤＸの具体的な取組・検討内容

グラフdeふくおか

ＤＸ化

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和３年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r3report.html

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和３年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r3report.html

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、DXの推進が重要となります。
本県が実施したアンケート※１では、DXの取組状況について、34％が「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組
開始に向けて検討中」と回答しており、66％は「DXを知っているが、取組の予定はない」、「DXを知らない」と回答しました。
「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組開始に向けて検討中」と回答した企業において、DXの具体的な取組・
検討内容としては、「デジタル化への対応に伴う業務プロセス・組織の見直し」や「オンラインでの商談・営業」が特に多く、コ
ロナ禍による職場等への出勤抑制がDXの推進に影響を与えたと考えられます。
中小企業におけるDXの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」等が多く、
人材の面で課題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,247社 実施時期：令和４年７月～８月

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、DXの推進が重要となります。
本県が実施したアンケート※１では、DXの取組状況について、34％が「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組
開始に向けて検討中」と回答しており、66％は「DXを知っているが、取組の予定はない」、「DXを知らない」と回答しました。
「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組開始に向けて検討中」と回答した企業において、DXの具体的な取組・
検討内容としては、「デジタル化への対応に伴う業務プロセス・組織の見直し」や「オンラインでの商談・営業」が特に多く、コ
ロナ禍による職場等への出勤抑制がDXの推進に影響を与えたと考えられます。
中小企業におけるDXの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」等が多く、
人材の面で課題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,247社 実施時期：令和４年７月～８月

ＤＸを知っており、
取組開始に向けて検討中

187社
（15%）

ＤＸを知っているが、
取組の予定はない

313社
（25%）

ＤＸを知らない
508社
（41%）

ＤＸを知っており、実践中
239社
（19%）

0.0%

0.5%

3.3%

6.1%

11.5%

11.7%

17.4%

22.5%

28.6%

31.9%

32.4%

45.5%

0% 10% 20% 40%30% 50%

その他

テレワークの実施

デジタル人材の採用、育成

ビジネスモデルの変革

SNSを活用した情報発信

既存製品・サービスの高付加価値化

新規製品・サービスの創出

紙ベースの情報のデータベース化

ペーパーレス化

Web会議システムの導入

オンラインでの商談・営業

デジタル化への対応に伴う業務
プロセス・組織の見直し

注：DXの取組状況について「実施して
いる」と回答した239社を対象。

 

 

5.0%

15.9%

28.0%

51.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

未回答

大きくプラスの影響を及ぼした

どちらとも言えない

ややプラスの影響を及ぼした

1.4%

4.1%

4.7%

9.1%

9.5%

13.8%

13.9%

15.9%

24.5%

29.8%

35.4%

0% 10% 20% 30% 40%

既存システムがデータ利活用に対応できない

成果や収益が見込めない

自社のみ対応しても効果が期待できない

その他

アナログな企業風土が定着している

対応する費用が確保できない

どこから手をつけて良いかわからない

必要性を感じない

対応する時間が確保できない

対応できる人材がいない

必要なスキルやノウハウがない

注：DXの取組状況について「実施
している・検討中」と回答した426
社を対象（複数回答可）。

注：1,247社を対象
（複数回答可）。

タイの自動車市場概況
タイにおける自動車生産台数は約190万台（2022年）だったが、新
型コロナウイルスで落ち込んでいた生産台数は順調に回復してきてお
り、2023年はコロナ禍前に近い200万台になるとタイ工業連盟（ＦＴ
Ｉ）は予想している。190万台のうち約85万台が国内向けで、その多く
が商用車の１トンピックアップ車が占めている。また、ブランド別の販売
台数を見ると日系メーカーが圧倒的に多いのが特徴である。残りの約
100万台は輸出用であり、主にASEANやオセアニアなどへ輸出されて
いる。（※１）
一方、EVについてはどうだろうか。約２万台だった2022年のEVの

販売台数は2023年には７万台を超える見通しとタイ工業連盟（FTI）
は予測しておりその勢いは加速している。タイでは上海汽車（SAIC）、
長城汽車（GWM）、比亜迪（BYD）、長安汽車（Changan）、哪吒汽
車（NETA）などが参入し、タイのEV市場をほぼ独占している。2023
年１～６月におけるEVの累計新規登録台数は、BEV（バッテリー
EV）が約４万台であり、メーカー別の累計新規登録台数は、１位が
BYD（35％）、２位がNETAオート（19％）３位がSAICモーター
（16％）となっている。（※２）

今回の展示会の様子
自動車メーカーが40社、23社を超えるバイクメーカーが出展してい
たが、やはり特徴的だったのは中国系メーカーの多くがBEVを全面に
打ち出していた点であろう｡確認できたもので60万バーツから販売され
ていたほか、EV振興施策「EV3.0」による購入補助金は来年以降減
額される予定ということもあってか、駆け込みで購入を検討する多くの
参加者で中国メーカーのブースは賑わっていた。特に11月に発表され
た長安汽車の「Deepal」の周りには多くの来場者が集まっていた。ま
た、航続距離が600kmを超えるＧＷＭの「ORA07」のロングレンジ
モデルやタイでシェアが多いBYDのATTO3やドルフィンの周りにも常に
人だかりができていた。
一方、日本側では今回EVは確認することはできなかったが、新型ハ

イブリッド車やピックアップトラックの展示をじっくりと見学する来場者
でにぎわっていた。日系メーカーの販売員によると「中国メーカーの
EVが加速度的に増えてきていることについては承知しているが、日本ブ
ランドにはこれまで培ってきた信頼性がある」と話す。
また、自動車メーカー以外で興味深かったのは、ＥＶに特化したレン

タルやサブスクリプションサービスを提供する「EVme」というデジタル
プラットフォームだった。バンコク都内なら指定した場所まで車両を運
んできてくれるのもこのプラットフォームの特徴という。現在、約10万
人の利用者がおり、もしEV購入を検討する際には、まずはこのような
サービスを利用して、EVを体験してみるのもよいのではないだろうか。
当事務所では引き続きタイ及びASEANの自動車産業や市場のトレン

ドをフォローしていく。

（※１）JETRO地域分析レポート
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2023/04326b3a41263b60.html

（※２）JETROビジネス短信
https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/08/27c32743329f26a8.html＃

No .
260

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

2023年11月30日～ 12月11日にタイの首都バンコク
近郊のIMPACTで「第40回タイ国際モーターエキスポ
2023」が開催された。これはタイで実施される「バン
コク国際モーターショー」と並ぶ大規模な自動車展示会
である。会場において車両の購入も可能であり、昨年は
約37,000台が販売された。

第40回タイ国際モーターエキスポ2023海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

Deepal

HILUX CHAMP

EVme

ORA07

バンコク事務所
所長

西田　光孝
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ＤＸの取組状況

ＤＸの業績への影響

ＤＸの取組に向けた課題

ＤＸの具体的な取組・検討内容

グラフdeふくおか

ＤＸ化

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和３年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r3report.html

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和３年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r3report.html

中小企業の競争力維持・強化を図るうえで、既存システムの改修や見直しを進めるべく、DXの推進が重要となります。
本県が実施したアンケート※１では、DXの取組状況について、34％が「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組
開始に向けて検討中」と回答しており、66％は「DXを知っているが、取組の予定はない」、「DXを知らない」と回答しました。
「DXを知っており、実践中」、「DXを知っており、取組開始に向けて検討中」と回答した企業において、DXの具体的な取組・
検討内容としては、「デジタル化への対応に伴う業務プロセス・組織の見直し」や「オンラインでの商談・営業」が特に多く、コ
ロナ禍による職場等への出勤抑制がDXの推進に影響を与えたと考えられます。
中小企業におけるDXの取組に向けた課題としては、「必要なスキルやノウハウがない」、「対応できる人材がいない」等が多く、

人材の面で課題を感じている企業が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,247社 実施時期：令和４年７月～８月
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ＤＸを知っており、実践中
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その他

テレワークの実施

デジタル人材の採用、育成

ビジネスモデルの変革

SNSを活用した情報発信

既存製品・サービスの高付加価値化

新規製品・サービスの創出

紙ベースの情報のデータベース化

ペーパーレス化

Web会議システムの導入

オンラインでの商談・営業

デジタル化への対応に伴う業務
プロセス・組織の見直し

注：DXの取組状況について「実施して
いる」と回答した239社を対象。
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既存システムがデータ利活用に対応できない

成果や収益が見込めない

自社のみ対応しても効果が期待できない

その他

アナログな企業風土が定着している

対応する費用が確保できない

どこから手をつけて良いかわからない

必要性を感じない

対応する時間が確保できない

対応できる人材がいない

必要なスキルやノウハウがない

注：DXの取組状況について「実施
している・検討中」と回答した426
社を対象（複数回答可）。

注：1,247社を対象
（複数回答可）。

タイの自動車市場概況
タイにおける自動車生産台数は約190万台（2022年）だったが、新
型コロナウイルスで落ち込んでいた生産台数は順調に回復してきてお
り、2023年はコロナ禍前に近い200万台になるとタイ工業連盟（ＦＴ
Ｉ）は予想している。190万台のうち約85万台が国内向けで、その多く
が商用車の１トンピックアップ車が占めている。また、ブランド別の販売
台数を見ると日系メーカーが圧倒的に多いのが特徴である。残りの約
100万台は輸出用であり、主にASEANやオセアニアなどへ輸出されて
いる。（※１）
一方、EVについてはどうだろうか。約２万台だった2022年のEVの

販売台数は2023年には７万台を超える見通しとタイ工業連盟（FTI）
は予測しておりその勢いは加速している。タイでは上海汽車（SAIC）、
長城汽車（GWM）、比亜迪（BYD）、長安汽車（Changan）、哪吒汽
車（NETA）などが参入し、タイのEV市場をほぼ独占している。2023
年１～６月におけるEVの累計新規登録台数は、BEV（バッテリー
EV）が約４万台であり、メーカー別の累計新規登録台数は、１位が
BYD（35％）、２位がNETAオート（19％）３位がSAICモーター
（16％）となっている。（※２）

今回の展示会の様子
自動車メーカーが40社、23社を超えるバイクメーカーが出展してい
たが、やはり特徴的だったのは中国系メーカーの多くがBEVを全面に
打ち出していた点であろう｡確認できたもので60万バーツから販売され
ていたほか、EV振興施策「EV3.0」による購入補助金は来年以降減
額される予定ということもあってか、駆け込みで購入を検討する多くの
参加者で中国メーカーのブースは賑わっていた。特に11月に発表され
た長安汽車の「Deepal」の周りには多くの来場者が集まっていた。ま
た、航続距離が600kmを超えるＧＷＭの「ORA07」のロングレンジ
モデルやタイでシェアが多いBYDのATTO3やドルフィンの周りにも常に
人だかりができていた。
一方、日本側では今回EVは確認することはできなかったが、新型ハ

イブリッド車やピックアップトラックの展示をじっくりと見学する来場者
でにぎわっていた。日系メーカーの販売員によると「中国メーカーの
EVが加速度的に増えてきていることについては承知しているが、日本ブ
ランドにはこれまで培ってきた信頼性がある」と話す。
また、自動車メーカー以外で興味深かったのは、ＥＶに特化したレン

タルやサブスクリプションサービスを提供する「EVme」というデジタル
プラットフォームだった。バンコク都内なら指定した場所まで車両を運
んできてくれるのもこのプラットフォームの特徴という。現在、約10万
人の利用者がおり、もしEV購入を検討する際には、まずはこのような
サービスを利用して、EVを体験してみるのもよいのではないだろうか。
当事務所では引き続きタイ及びASEANの自動車産業や市場のトレン

ドをフォローしていく。

（※１）JETRO地域分析レポート
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2023/04326b3a41263b60.html

（※２）JETROビジネス短信
https://www.jetro.go.jp/biznews/2023/08/27c32743329f26a8.html＃

No .
260

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

2023年11月30日～ 12月11日にタイの首都バンコク
近郊のIMPACTで「第40回タイ国際モーターエキスポ
2023」が開催された。これはタイで実施される「バン
コク国際モーターショー」と並ぶ大規模な自動車展示会
である。会場において車両の購入も可能であり、昨年は
約37,000台が販売された。

第40回タイ国際モーターエキスポ2023海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

Deepal

HILUX CHAMP

EVme

ORA07

バンコク事務所
所長

西田　光孝
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迎　　　春
令和６年　元旦

松
本

　茂
樹

阪

　文
孝

代
表
取
締
役
社
長
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http://www.fukukiren-monodzukuri.jp/
https://kokuratetsudou.com/


迎　　　春
令和６年　元旦

桑
野

　龍
一

U
RL https://w

w
w
.chuokai-fukuoka.or.jp/

高木　浩敏代表取締役社長

循環資源の再利用を通じて
循環型社会の構築に
貢献しています。

株式会社　田尻商店
代表取締役　田尻　博

熊本県阿蘇郡西原村小森 3584-25
TEL：096-279-4661
FAX：096-279-4662
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https://takamatsuweb.com
http://www.edison-ht.co.jp
https://www.nikkanseibu-eve.com/mono/


迎　　　春
令和６年　元旦

 社会の未来のために、
 私たちができることを。

福岡県学校給食会指定工場

給食パン・米飯製造工場

株式会社唐人ベーカリー
〒819-0375

福岡市西区徳永３２５－１

　　ＴＥＬ：092-807-0222　

　　ＦＡＸ：092-807-8144

【店舗】

「唐人町ポエム本店」(唐人町商店街）

貸ホール・
貸会議室
無料駐車場完備
（200台収容）

（株）久留米ビジネスプラザ
〒839-0801 
久留米市宮ノ陣四丁目２９－１１
TEL 0942-31-3104 FAX 0942-31-3107
E-mail  office@kurumebp.jp
URL https://www.kurumebp.jp

低料金で皆様のご利用を
お待ちしています。

酒 田  雅 央
竹 之 内  順
渡 邉  充 陽

吉 冨  慎 一
三 橋  雅 之
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https://www.kurumebp.jp/
https://www.fabils.co.jp
https://kasyu-kogyo.com
https://www.saiki.co.jp/
https://www.ncbank.co.jp/
https://www.f-sanpai.or.jp


迎　　　春
令和６年　元旦

○経営コンサルティング○事業承継支援○相続対策

株式
会社 紀 之 国 屋

技術と情報のネットワーク・製造業支援企業
福岡県男女共同参画企業賞受賞
子育て応援宣言事業賞受賞

会長　中 村 高 明
代表取締役社長　中 村 大 志

福岡県直方市大字頓野字三本松970
TEL 0949（26）1313　FAX 0949（26）0770

半導体製造装置
各種省力機械

株式会社　カ　シ　ワ

代表取締役社長

鈴木　　亨

福岡県久留米市北野町中字福王 1423

工業用パッキン製作販売
株式会社バルカー代理店・協力工場

代表取締役 小川　拓郎

大安産業株式会社

〒803-0801
北九州市小倉北区西港町90-15
TEL 093-581-5188
FAX 093-581-5191
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https://casiwa.com/
https://www.meiho-j.co.jp/
https://syp-ac.com/
https://www.crea-p.co.jp


迎　　　春
令和６年　元旦

部品台車
製作も
受注

久留米鉄工協同組合

〒830-0044

久留米市本町 2-23　203 号
TEL（0942）34-7125
FAX（0942）34-7155

専務理事

理 事 長

会計理事

豊 福 　　 至
古 賀 　俊 宏
泉 　 　敏 彦

福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町
和
田
５
丁
目
１
番
１
号

　
　
福
岡
東
鉄
工
団
地
協
同
組
合
（
内
）
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https://pipe-ybm.co.jp/
https://www.koga-gear.com
https://www.ogsic.jp


迎　　　春
令和６年　元旦

営業品目
精密板金加工・レーザー・タレパン加工
特殊折曲加工・溶接組立加工
水産養殖関連機械製造・販売・メンテ
建築金物設計・製作・施工
〒811-2114
福岡県糟屋郡須恵町大字上須恵1495-1
TEL　092-932-4166（代表）
FAX　092-932-5951
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https://www.toyocork.co.jp/
https://www.daipri.net
https://www.e-kotani.co.jp
https://belltechne.co.jp
http://www.hiryu-soubi.co.jp/
https://www.nissin-chemical.jp/


ニプロ株式会社総合研究所（ライフサイエンスサイト）にて展示商談会を開催
「福岡県技術提案展示商談会」

　ニプロ㈱における人工臓器、検査・診断薬、注射・輸液、医療
用医薬品、医療用ガラス部材などの研究開発やグループ全ての生
産技術開発を行うニプロ株式会社総合研究所において所内開発部
門技術者・研究者、設計者、購買担当者向けに県内企業が自社技術、
製品等をアピールする展示商談会を開催いたしました。

　開発担当者等と直接折衝することで、開発段階からの参入を目
指す提案型の展示商談会として開催しているもので、今年度２回
目、通算５回目の開催となりました。成約実績も次第に増えてき
ました。

会場では、優れた技術力等を有する県内の企業が、より効果的に PR するために趣向を凝らした展示で来場
者を迎えていました。今回は、23社中 10社の企業に、新規に参加していただきました。

168名が来場し、各ブースでは熱心な説明や商談が行われ、見積依頼や再度の訪問要請をいただくなど大き
な成果を上げることができました。

福岡県中小企業振興センターでは、今後もこのような展示会・商談会をとおして、福岡県内の中小企業の販
路拡大をサポートしていきます。

開 催 日：令和５年12月14日（木）
会　　場：ニプロ株式会社総合研究所ライフサイエンスサイト

iMEP3F「ニプロホール」
　　　　　（滋賀県草津市野路町3023番地）
主　　催：福岡県
実施機関：（公財）福岡県中小企業振興センター
協　　力：（公財）飯塚研究開発機構

㈱AKシステム ㈱豊光社 ㈱アドウェルズ 東京特殊印刷工業㈱ ㈱オートシステム※

㈱ヴァンテック※ ㈱マブチ・エスアンドティー※ 九州リオン㈱ ㈱モビテック ㈱三井化学分析センター※

KISCO㈱ ㈱博有※ 大塚精工㈱※ ㈱SING※ ㈱デンケン※

東洋ステンレス研磨工業㈱※ I-PEX㈱ ㈱九州電化 ㈱マツオ ㈱ピーエムティー

藤井精工㈱ ㈱メイホー ㈱三井ハイテック※

○県内出展企業23社（順不同）

消費者モニター募集中
買い物をするときの心の声をメーカーに届けてみませんか？あなたが欲しかった商品ができあがるかもしれません。

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターでは、福岡県産農林水産
物を使った加工食品の改良のために消費者モニター調査会を実施しています。
・目　　的：一般消費者の意見を聴き、商品改良に活かす
・実施方法：４～８名程度のグループで商品を試食して意見交換を行う
・参 加 費：無料（交通費は自己負担となります）
・報　　酬：謝礼として商品やサンプル、プレゼントがもらえます
・開催時期：８月、１２月（予定）

登録から参加までの流れ

アンケートに回答

モニター調査実施

参 加 決 定

モニター参加応募

モニター会員登録
登録フォーム モニター規約

〈お問い合わせ〉
ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092‐622‐7575

環境の変化に強い会社になるために

各分野に精通したスペシャリストを直接企業へ
派遣し、経営課題の解決を支援します。　
各分野に精通したスペシャリストを直接企業へ
派遣し、経営課題の解決を支援します。　

専門家派遣専門家派遣

公益財団法人福岡県中小企業振興センター　 TEL　0 9 2 - 6 2 2 - 5 4 3 2
 https://fukuoka-senmonka.jimdofree.com/

ご 相 談 内 容
▶もっと多くの人に商品を知ってほしい
▶自社商品をブランド化したい
▶商品をもっと効率よく生産したい
▶働き方改革に対応した環境整備をしたい
▶事業計画を作りたい・見直したい
▶海外進出したい
▶HACCPなどマネジメントシステムを導入したい

※様式のダウンロードや詳細
等はホームページにて確認
できます。ま ず は お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

※…今回新規に参加された企業
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　開発担当者等と直接折衝することで、開発段階からの参入を目
指す提案型の展示商談会として開催しているもので、今年度２回
目、通算５回目の開催となりました。成約実績も次第に増えてき
ました。

会場では、優れた技術力等を有する県内の企業が、より効果的に PR するために趣向を凝らした展示で来場
者を迎えていました。今回は、23社中 10社の企業に、新規に参加していただきました。

168名が来場し、各ブースでは熱心な説明や商談が行われ、見積依頼や再度の訪問要請をいただくなど大き
な成果を上げることができました。

福岡県中小企業振興センターでは、今後もこのような展示会・商談会をとおして、福岡県内の中小企業の販
路拡大をサポートしていきます。

開 催 日：令和５年12月14日（木）
会　　場：ニプロ株式会社総合研究所ライフサイエンスサイト

iMEP3F「ニプロホール」
　　　　　（滋賀県草津市野路町3023番地）
主　　催：福岡県
実施機関：（公財）福岡県中小企業振興センター
協　　力：（公財）飯塚研究開発機構

㈱AKシステム ㈱豊光社 ㈱アドウェルズ 東京特殊印刷工業㈱ ㈱オートシステム※

㈱ヴァンテック※ ㈱マブチ・エスアンドティー※ 九州リオン㈱ ㈱モビテック ㈱三井化学分析センター※

KISCO㈱ ㈱博有※ 大塚精工㈱※ ㈱SING※ ㈱デンケン※

東洋ステンレス研磨工業㈱※ I-PEX㈱ ㈱九州電化 ㈱マツオ ㈱ピーエムティー

藤井精工㈱ ㈱メイホー ㈱三井ハイテック※

○県内出展企業23社（順不同）

消費者モニター募集中
買い物をするときの心の声をメーカーに届けてみませんか？あなたが欲しかった商品ができあがるかもしれません。

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターでは、福岡県産農林水産
物を使った加工食品の改良のために消費者モニター調査会を実施しています。
・目　　的：一般消費者の意見を聴き、商品改良に活かす
・実施方法：４～８名程度のグループで商品を試食して意見交換を行う
・参 加 費：無料（交通費は自己負担となります）
・報　　酬：謝礼として商品やサンプル、プレゼントがもらえます
・開催時期：８月、１２月（予定）

登録から参加までの流れ

アンケートに回答

モニター調査実施

参 加 決 定

モニター参加応募

モニター会員登録
登録フォーム モニター規約

〈お問い合わせ〉
ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092‐622‐7575

環境の変化に強い会社になるために

各分野に精通したスペシャリストを直接企業へ
派遣し、経営課題の解決を支援します。　
各分野に精通したスペシャリストを直接企業へ
派遣し、経営課題の解決を支援します。　

専門家派遣専門家派遣

公益財団法人福岡県中小企業振興センター　 TEL　0 9 2 - 6 2 2 - 5 4 3 2
 https://fukuoka-senmonka.jimdofree.com/

ご 相 談 内 容
▶もっと多くの人に商品を知ってほしい
▶自社商品をブランド化したい
▶商品をもっと効率よく生産したい
▶働き方改革に対応した環境整備をしたい
▶事業計画を作りたい・見直したい
▶海外進出したい
▶HACCPなどマネジメントシステムを導入したい

※様式のダウンロードや詳細
等はホームページにて確認
できます。ま ず は お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

※…今回新規に参加された企業
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－経営革新計画に係る補助金を活用して、がんばっている事業者のご紹介－－経営革新計画に係る補助金を活用して、がんばっている事業者のご紹介－
当センターは、令和２年度から令和５年度にかけて、経営革新計画に係る補助金の交付を実施してきま

した。補助金を活用し、経営革新計画事業を着実に進めている事業者をご紹介します。

2021年にWeb制作会社を設立。Web制作を通じての異業種企業とのネットワークを利用し
て、2022年からキッチンカーでのお菓子の委託販売を開始。
所在地：北九州市小倉北区魚町2-1-7ACT松永ビル5F　　HP：https://ashikacookie.com/

１　調査方法
調査実施期間：令和５年６月１日～６月９日
調査対象者：経営革新推進補助金交付事業者63社

経営革新原油高騰等克服支援補助金（計画推進枠）交付事業
者260社

有効回答者数：114社

２　調査回答内容（一部抜粋）
Ｑ１　補助金の交付により事業の取組みに効果はありましたか。（択一回答）
「かなり効果があった」「効果があった」と答えた事業者は、推進補助金では
78.9％（15社）、原油高騰等克服支援補助金では89.5％（85社）に対し、「あ
まり効果がなかった」「効果がなかった」と答えた事業者は、各補助金を合
わせて６社、「わからない」と答えた事業者は、計８社であった。

Ｑ２　補助金申請時の経営革新計画の進捗状況を教えてください。（択一回答）
「順調に進んでいる」「ある程度進んでいる」と回答した事業者は、推進補
助金では84.2％（16社）、原油高騰等克服支援補助金では87.4％（83社）
に対し、「うまく進んでいない」と回答した事業者は、推進補助金では
15.8％（３社）、原油高騰等克服支援補助金では10.5％（10社）「中断して
いる」と回答した原油高騰等克服支援補助金の交付事業者は、2.1％（２社）
であった。

全ての調査結果の内容は、
福岡県中小企業振興センターのホームページでご確認できます。

北九州市の地図をデザインし、各区を野菜パウダーで色付けしたパズルクッキー「区ッキー」を開
発、販売。北九州市政60周年を記念して北九州市が広く認知されるきっかけや子どもたちによる北九
州市の話題づくりのよい機会になる商品を目指します。

経営革新計画の概要

クッキーを量産するための生地ローラー、ローラーボード及び真空パック器の設備機器導入費

活用した補助金

北九州の新たな土産品となる新商品「区ッキー」を開発生産するための設備を導入し、量産化を実
現しました。新たな販売網を構築した矢先に、令和５年10月に北九州市で開催された「第36期竜王
戦七番勝負第３局」において、対局２日目の午前10時のおやつに「区ッキー」が選ばれ、勝負スイー
ツとして話題となり「区ッキー」は即日完売となりました。
現在も生産すれば即日完売となる売れ行きとなっています。

取組み・挑戦

今年度の経営革新計画の目標は達成することができました。
今後は、生産体制の強化に注力し、３年後に向けて人員を増やし、新たに設備を導入し、効率的な生産を目指します。更に販売網

を拡大し、より多くのお客様にお求めいただきたいと考えております。
10年後には「区ッキー」が北九州の代表的な土産品としての地位を築くことを目標に掲げています。販売網の拡大を通じて、より

多くの人々に北九州市の魅力を知ってもらい、地域の活性化に貢献したいと考えています。

これからの目標

支援機関からのメッセージ

【参考】
経営革新推進補助金及び原油高騰等克服支援補助金調査結果のご報告

福岡県中小企業振興センター会議室 検　索

補助金交付による事業の取組み効果（単位：社）

■ かなり効果があった
■ わからない
■ 効果がなかった

■ 効果があった
■ あまり効果がなかった

経営革新計画の進捗状況（単位：社）

■ 順調に進んでいる
■ うまく進んでいない

■ ある程度進んでいる
■ 中断している

会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
会議室のご利用は
中小企業振興センターへ
JR博多駅から１駅
JR吉塚駅から徒歩１分

賛助会員募集！
公益財団法人福岡県中小企業振興センター
は、福岡県内の中小企業の皆様の経営課題解
決のため、取引あっせん、専門家派遣、経営
相談、知的財産権の活用など様々な支援策を
ワンストップで提供する中小企業支援機関で
す。
当センターの活動趣旨にご賛同いただける会
員を募集しております。
ご入会いただいた法人、個人、団体の皆様に
は会員特典がございます。年会費は、一口１２,
０００円です。
詳しくは下記のお問合せ先まで！！

全室有線 LAN完備
設営・後片付け不要
Ｗｅｂカメラ・

大型スクリーン完備

[ 会議室受付 ]
TEL.092-622-0011 FAX.092-622-0014

会員特典

１ 情報誌「ビジネスサポートふくおか」を毎月無料で送付
 ・情報誌への広告掲載サービスを１割引きでご利用
 ・チラシ折込みサービスを格安でご利用
２ 企業で役立つビデオ・DVDの無料貸出し
３ 決算公告費用の割引
４ ふくおか県政推進サポート資金の融資対象
５ その他経営に役立つ情報などの提供

毎月1.600部発行

【DVD貸出】
・コンプライアンス
・ビジネスマナー etc

公益財団法人
福岡県中小企業振興センター

【お問合せ先】総務管理部 総務課

TEL 092-622-6230

インキュベート施設入居者募集中！
対象 ※事務所としての利用に限ります
■ 創業間もない中小企業者
■ 創業を目指す方
■ 新たな事業分野に進出しようとする中小
企業者 など

詳しくはお問合せください！

検索福岡県中小企業振興センター インキュベート
5階 504号室
（25.7㎡）

5階 508号室
（24.0㎡）

代表取締役の田村章吾さん（右）と
あしかクッキー担当のたむらかな
こさん

企画力が強みのましじめ（株）ならではの発想と、「北九州市の魅力を知ってほしい」という田村社長の情熱が形となり、北九州市の新た
な土産品「区ッキー」が誕生しました。次から次へと独自性・新規性のあるアイデアを具現化される田村社長にいつも驚かされます。
「区ッキー」で北九州市を元気にして欲しい！これからも楽しみな会社です。新たなビジョンの実現に向けて挑戦し続けるましじめ（株）を、
同じ目線で応援し続けます。

〔北九州商工会議所中小企業部 専門相談センター部長 専門相談センター長   能美 育恵 さん〕

「地域密着」＆「細やかなニーズに対応」　オリジナルデザイン菓子の開発販売
ましじめ株式会社「あしかクッキー」（北九州市）

将棋の竜王戦での勝負スイーツに採択

令和５年度福岡県中小企業経営革新原油高騰等克服支援補助金（第３回）

３年後、10年後の「区ッキー」
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わせて６社、「わからない」と答えた事業者は、計８社であった。

Ｑ２　補助金申請時の経営革新計画の進捗状況を教えてください。（択一回答）
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は会員特典がございます。年会費は、一口１２,
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詳しくはお問合せください！

検索福岡県中小企業振興センター インキュベート
5階 504号室
（25.7㎡）

5階 508号室
（24.0㎡）

代表取締役の田村章吾さん（右）と
あしかクッキー担当のたむらかな
こさん

企画力が強みのましじめ（株）ならではの発想と、「北九州市の魅力を知ってほしい」という田村社長の情熱が形となり、北九州市の新た
な土産品「区ッキー」が誕生しました。次から次へと独自性・新規性のあるアイデアを具現化される田村社長にいつも驚かされます。
「区ッキー」で北九州市を元気にして欲しい！これからも楽しみな会社です。新たなビジョンの実現に向けて挑戦し続けるましじめ（株）を、
同じ目線で応援し続けます。

〔北九州商工会議所中小企業部 専門相談センター部長 専門相談センター長   能美 育恵 さん〕

「地域密着」＆「細やかなニーズに対応」　オリジナルデザイン菓子の開発販売
ましじめ株式会社「あしかクッキー」（北九州市）

将棋の竜王戦での勝負スイーツに採択

令和５年度福岡県中小企業経営革新原油高騰等克服支援補助金（第３回）

３年後、10年後の「区ッキー」
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福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

企 業 紹 介
　当社は、明治に創業した醤油醸造メーカー尾家商店として事業を行っていたが、事業を転換し1971 年「株式会社ハウス
ボトラーズ」を飲料メーカーとして創業。プライベートブランド製品の受託製造や地域の特産品の加工、また、自然の素材
を活かした製品づくりを行っている。

知 財 マ ッ チ ン グ 成 立 に 向 け て
　福岡ひびき信用金庫ソリューション営業部の黒江副部長は、豊前支店長時代に健康飲料メーカーであるハウスボトラーズ
への取引支援を行っていた。昨年当信金を含む３信金合同知的財産マッチングイベントにおいてアークレイ株式会社の美容サ
ポート成分を知り、ハウスボトラーズへマッチングを提案した。ハウスボトラーズの尾家社長は既存商品と組み合わせれば勝
算があることを確認した。この美容サポート成分の商標権をアークレイが保有しており、商標権の契約締結は福岡県知的財
産支援センターが支援を行い、金融機関・公的支援機関が一体となった支援体制を構築し、知財マッチング成立に結び付けた。

知的財産支援センターによる支援概要（INPIT知財総合支援窓口からの後方支援） 
　福岡ひびき信用金庫およびハウスボトラーズより有限会社からだサポート研究所（商標権保有企業アークレイからの再許
諾権付きの使用許諾権を得ている）から提供を受けた「商標許諾契約書」の内容について確認の依頼を受けた。契約内容
に今後責任問題が発生した際の諸条件に不備があることが分かり、INPIT 知財総合支援窓口経由で専門家（弁護士）の協
力を得て見直し案を提示し、サポート研究所より了承された。後日改訂された「商標許諾契約書」を弁護士含め再確認し、
本年９月４日に契約締結の運びとなった。

関 係 者 イ ン タ ビ ュ ー

知財マッチング支援事例　株式会社ハウスボトラーズ

◇企業所在地：福岡県豊前市大字宇島225
◇企業ホームページ URL　https ://www.house-bott lers .co . jp/北九州グリーンサービス（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）

事業引継ぎ概要
引継ぎ対象：北九州グリーンサービス
所 在 地 : 北九州市若松区安屋2600
事 業 内 容：苗木・花木の生産、卸小売
譲 渡 者：末松　祥男
譲 受 者 : 重光造園 重光　正
譲 渡 方 法：事業譲渡
譲渡契約日：2023年８月 27日
譲 渡 日：2023年８月 30日

事業引継ぎまでの経緯
● 北九州グリーンサービス代表者の末松祥男氏は 1963年創業来、約1,800坪の栽
培場を有し、スーパーや農協等へハーブ、花木、野菜等の苗木の販売を強化しピー
ク時は従業員10名抱えるまで事業展開していたが、ここ数年は事業縮小基調で推
移。一方で、後継者不在なことから、事業と合わせて隣接する自宅を含む不動産
を売却することとし、2022年10月センターに相談。

● 2023年１月に八幡西区の造園業者で植栽から外構工事まで手掛ける重光造園と
初回面談し、以後事業内容の確認、譲渡条件の交渉、農地転用許可の申請を含む
不動産売買の手続等を経て、2023年８月に事業譲渡完了。なお、不動産売買に
ついては不動産業者が仲介。

●譲受者である重光造園は、遠方に栽培場を有しているものの管理面の負担が大き
いため、近隣に栽培場を取得。これにより、自社の販売先はもとよりJA北九等の
北九州グリーンサービスの販売先に対しても営業展開し売上増強を図る。

事業承継・引継ぎ支援センターでの対応内容
①センターのマッチング先探索において、北九州内の同地域で事業内容に親和性
があり、市内に栽培地取得希望のある譲受者とマッチングさせ、事業内容、栽
培地の現況等を説明したうえで、譲渡条件について双方と折衝し合意までサ
ポートした。
②不動産売買に関しては、農地であることから農地法や行政の様々な条件や制限
をクリアさせるため、譲渡事業者や不動産業者と連携して対応し農地法や北九州市の承認を得ることができた。
③譲渡者と譲受者との間で譲渡条件の細部を確認しながら最終的な譲渡スキーム、スケジュール、手続等を確認し
たうえで、譲渡実行に向け、契約、決済、登記委任等の手続を調整。

事業承継後の新たな取り組み
● 事実上中断されていた花苗等の生産を再開し、店頭販売用として市場に納入しつつ、その他販売先の拡大も推進。
また、造園工事部門において植栽用として使用し造園の付加価値向上を図っております。

● 1,800坪の広大な栽培場は、長期間使用しないまま荒廃しているエリアもあり、そこを整備して植栽商品のストッ
クヤードとして、既存の遠方のストックヤードから集約していく方針です。

後継者の思い
● 末松さんが約60年に亘り営んできた花苗栽培の事業用地を活用させていただき、花苗生産を引き継ぐことは大変
身が引き締まる思いです。

● 末松さんが築き上げた実績や花苗作りのノウハウを受け継ぎ、これまで同様に素晴らしい品質の花苗作りを守っ
ていけるように頑張ります。

● 花苗生産事業は、現在の造園業と同様に事業の柱として成長させていきたいです。
● 今回、末松さんとのご縁をつないでいただいた事業承継引継ぎ支援センターおよび関係各位に深く感謝いたします。

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
　あらゆる事業承継についてご相談できる公的機関です。事業承継に悩むすべての中小企業を、全力でサポー
トいたします。

＜主な業務内容＞
◎事業承継（親族内・第三者）に関するご相談 ◎M&Aマッチング支援
◎事業承継計画策定支援 ◎事業承継診断、セミナー実施
◎経営者保証解除に向けた専門家支援 など

第三者承継第三者承継

特許流通コーディネーターのコメント（氏名：高橋　啓治）
地域の産業振興において、中小企業の新分野進出・新製品開発は必須といえるが、経営
資源に限りがある中小企業が取り組むにはハードルが高い。その解決策が知財マッチン
グだ。知財マッチング成立のためには、金融機関、知的財産支援センターなどの支援機
関が一体となった支援体制　「知財エコシステム」の構築が必要だと今回の事例を通して
学んだ。

（株）ハウスボトラーズ
尾家社長

すべての女性に愛さ
れる飲料をこれから
も目指しながら、地
域貢献を果たして行
きます。

福岡ひびき信用金庫
黒江副部長

新製品開発に貢献
できてよかった。こ
れからは、販売促
進を支援して行きた
い。
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　飲酒運転は極めて悪質・重大な犯罪です。
　企業やお酒を提供する飲食店は、飲酒運転撲滅宣言の届出書を提出すると、事務所など
に掲出できる登録証・ステッカーが県から送付されます。
　飲酒運転のない社会を実現するため、企業や飲食店の皆様、ぜひ「飲酒運転撲滅宣言企
業」、「飲酒運転撲滅宣言の店」にご登録ください。

「飲酒運転撲滅宣言企業・宣言の店」に登録しませんか
～みんなの力で福岡県から飲酒運転を撲滅しましょう！～

詳しくはこちら

福岡県からのお知らせF rom 
Fukuoka 
Prefecture 

 被災商工業者の復旧・復興を目指し、緊急支援を実施
～令和５年梅雨前線豪雨で被災された商工業者の事業再建を支援します～

事業再建に必要な施設・設備の復旧に要する経費を補助します。
［補助対象者］被災した中小企業、小規模事業者
［補助対象経費］工場、店舗、生産機械等の復旧費
［補 助 率］中小企業：１／２以内、小規模事業者：２／３以内
［補助上限額］１億円
補助対象者や補助対象経費、申請期限等の詳細については、下記ホームページをご確認ください。
https ://www.pref . fukuoka. lg . jp/contents/ j igyousaiken-hojo .html

１ 中小企業事業再建支援補助金

新サービスの提供、商品開発等による販路開拓を支援するため、国の持続化補助金＜一般型＞のうち「通常枠」
について、上乗せ補助します。
［補助対象者］国の持続化補助金※に採択された被災小規模事業者
［補助対象経費］店舗改装、広告掲載、展示会出展費用　等

（国の持続化補助金＜一般型＞のうち「通常枠」の補助対象経費として認められた経費）

［補 助 率］３／４（国２／３、県１／12）
［補助上限額］56.25万円（国50万円、県6.25万円）

インボイス特例対象者は112.5万円（国100万円、県12.5万円）
※持続化補助金「通常枠」：小規模事業者が持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓等を支援す

る国の制度

補助対象者や補助対象経費等の詳細については、下記ホームページをご確認ください。
https ://www.pref . fukuoka. lg . jp/contents/r5j igyousaiken.html

２ 被災小規模事業者販路開拓応援補助金

中小企業事業再建支補助金 検　索

令和５年度被災小規模事業者販路開拓応援補助金 検　索
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　飲酒運転は極めて悪質・重大な犯罪です。
　企業やお酒を提供する飲食店は、飲酒運転撲滅宣言の届出書を提出すると、事務所など
に掲出できる登録証・ステッカーが県から送付されます。
　飲酒運転のない社会を実現するため、企業や飲食店の皆様、ぜひ「飲酒運転撲滅宣言企
業」、「飲酒運転撲滅宣言の店」にご登録ください。

「飲酒運転撲滅宣言企業・宣言の店」に登録しませんか
～みんなの力で福岡県から飲酒運転を撲滅しましょう！～

詳しくはこちら

福岡県からのお知らせF rom 
Fukuoka 
Prefecture 

 被災商工業者の復旧・復興を目指し、緊急支援を実施
～令和５年梅雨前線豪雨で被災された商工業者の事業再建を支援します～

事業再建に必要な施設・設備の復旧に要する経費を補助します。
［補助対象者］被災した中小企業、小規模事業者
［補助対象経費］工場、店舗、生産機械等の復旧費
［補 助 率］中小企業：１／２以内、小規模事業者：２／３以内
［補助上限額］１億円
補助対象者や補助対象経費、申請期限等の詳細については、下記ホームページをご確認ください。
https ://www.pref . fukuoka. lg . jp/contents/ j igyousaiken-hojo .html

１ 中小企業事業再建支援補助金

新サービスの提供、商品開発等による販路開拓を支援するため、国の持続化補助金＜一般型＞のうち「通常枠」
について、上乗せ補助します。
［補助対象者］国の持続化補助金※に採択された被災小規模事業者
［補助対象経費］店舗改装、広告掲載、展示会出展費用　等

（国の持続化補助金＜一般型＞のうち「通常枠」の補助対象経費として認められた経費）

［補 助 率］３／４（国２／３、県１／12）
［補助上限額］56.25万円（国50万円、県6.25万円）

インボイス特例対象者は112.5万円（国100万円、県12.5万円）
※持続化補助金「通常枠」：小規模事業者が持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓等を支援す

る国の制度

補助対象者や補助対象経費等の詳細については、下記ホームページをご確認ください。
https ://www.pref . fukuoka. lg . jp/contents/r5j igyousaiken.html

２ 被災小規模事業者販路開拓応援補助金

中小企業事業再建支補助金 検　索

令和５年度被災小規模事業者販路開拓応援補助金 検　索
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092-734-5923 0948-22-3585
093-551-2634 0944-52-6011
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